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▲まちづくり市民・団体表彰を受賞されたみなさん 

鹿嶋市における「協働のまちづくり」を推進す

るため、「第 7 回鹿嶋市まちづくり市民大会」が

去る、2 月 7 日(日)鹿嶋市まちづくり市民センタ

ーを会場に、市民や関係者１７０人が参加して開

催されました。 

今年のテーマは、「鹿嶋の水辺を守る活動を考

える」と題し、ＮＰＯアサザ基金の飯島 博先生

の基調講演や市内の活動事例報告を参考とした

分散会、また、全体会では、分散会における意見

発表とともに飯島先生より活動を継続的・発展的

なものにするためのアドバイスがありました。 ▲まちづくり市民大会（全体会）での飯島 博氏の講評 
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<市民・団体表彰> 
 
まちづくり活動の各方面で活躍されている皆

様に対し、鹿嶋市表彰条例に基づき市民・団体表
彰（市民功労賞・善行賞）が鹿嶋市より贈呈され
ました。 

▲まちづくり市民・団体表彰受賞者の皆さん 

今回は、環境をキーワードに各分野で活動する人々の出会いと活気あふれる意見交換があり、今後、

地域での取り組みを企画・検討するために有意義な大会となりました。 

 
〈市民大会の目的〉 
 
市民の皆様の主体的なまちづくり活動を広く周知し、行政を含む関係者相互の情報交換の場とする

とともに、大会を通して新たなまちづくり活動の目標を設定する機会の場として、平成１５年度より

開催されています。 
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講師：特定非営利活動法人アサザ基金代表理事 飯島

い い じ ま

 博
ひろし

 氏 
長野県出身 茨城県在住 
中学生時代に水俣病などの公害事件を知り、自然と人間の共存について考え始める。 

1995 年から湖と森と人を結ぶ霞ヶ浦再生事業「アサザプロジェクト」を推進している。湖岸植
生帯の復元事業や外来魚駆除事業、流域の谷津田の保全などを地域住民、学校、企業や行政と協
働で取組み、170 を超える霞ヶ浦流域の小中学校において出前授業を実施するなど現在までに参
加者は延べ 16 万人を越えている。 

NPO は社会のホルモンであると位置づけるなど、独創的な思考に基づくその取組みは、大学や
経済界でも研究テーマに取り上げられるなど、日本の NPO の先駆的な役割を果たしている。 

 かしま水を考える会の立原雅枝代表から、水辺の環境や私たちができる活動についての事例が発表されました。

北浦を昔のようなきれいな湖にという願いから、講演会・紙芝居等、様々な主催事業をとおして、多くの市民に

水に対しての関心を持ってもらう必要性・重要性の提言がありました。 

 参加者４４人が３つのグループに分かれ、Ａ班「元気いっぱい交

流のまち鹿嶋を目指して」、Ｂ班「家庭のペットボトルを減らして水

道水を飲んでもらう」、Ｃ班「ホタルの再生」と、それぞれのテーマ

に沿って、事例発表の内容をふまえながら話し合いが行われました。

Ａ班では、子どもたちに北浦の水について、もっと知ってもらう機

会を作り、水の大切さを教えていく重要性について意見が出されま

した。次に、Ｂ班では、鹿嶋の水道水を安心して飲めること・水道

水の美味しさにについて、子ども達に理解してもらうためのＰＲを

行っていく必要性について意見が出されました。Ｃ班では、子ども

たちや両親への意識付けと、家庭・地域・学校を巻き込んだ活動の

鹿嶋市は、行政と市民による協働のまちづくりが行われ、そして

水を中心とした様々な取り組みと広がりがみられ、全国でも最先端

の事業展開を図っているように見受けられます。さらに、その資源

を生かしていくための課題について考えていきたいと思います。  
鹿嶋は、山の渓流に匹敵する湧水が豊富にあり、山地性の生物と

して川トンボや源氏ボタルの生息が見受けられ、鹿嶋市の自然の特

質を窺うことができます。特に鹿嶋の谷津田は、自然の豊かさの特

質と神々しい景観があります。これをどう生かして価値ある再発見

をし、より豊かに創造して行くべきなのか考え、その土地の良さを

引き出せることができる人をどうように育て、コミニュケーション

能力を身につけさせていくかが大切です。 

大切さや、ホタルマップの普及・調査の必要性について意見が出されました。 

最後に助言者からは、一人ひとりが様々な問題を持ちより、環境学習について皆で考えながら実行すること

と、現在おかれている実態をしっかり把握することの重要性についてアドバイスがありました。 

また、鹿嶋市は、素晴らしい資源に恵まれ、昔から引き継がれて

きた財産や宝物にまっすぐ目を向けながら、他人よりもっと自分の

足元に目を向け、突き進むことができる子ども達を育てていくこと

が必要です。子どもたちが育ち、地域の人たちとのネットワークを

持つことにより、古くから鹿嶋にある伝統的なものを、皆で本物に

していこうとするキッカケづくりを進めることが大切です。 

鹿嶋には水と緑豊かな自然や文化がたくさんあり、その資源を活

かすのは、市民活動をしている皆さんであり、家庭や地域が昔のよ

うなつながりを持ち、目的に夢をもって活動することが、協働のま

ちづくりに最も重要です。 ▲講義室での講演の様子 
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 第１分散会「北浦美化・浄化活動を考える」 

 助言者：茨城県霞ケ浦環境科学センター 主査 稲田 弘之 氏 

■事例発表 

■グループディスカッション 



 

 鉢形九反田池管理委員会の平山英夫委員長・小池みよ子氏から、「九反田池再生事業」についての報告と問題

提起が行われました。次に、山之上谷津田再生協議会の小田原久夫氏より、山之上谷津田再生活動の事例が発表

されました。 

 参加者４１人がＡ班・Ｂ班・Ｃ班の３つのグループに分かれ、問１

「事例発表について参考になったこと」、問２「事例発表以外の地域で

の再生や状保存、また実際行われている場所について」、問３「維持管

理を市民活動として取り組む際の問題や課題」、問４「子ども達に自然

保護や環境問題を考えてもらうための活動の企画」、問５「市民が取り

組む際の行政・学校・関係機関や団体等への支援」と、それぞれのテ

ーマに沿って、事例発表の内容を参考に話し合いが行われました。 

問１については、子どもたちの発想と参加に対し、心動かされた大

人や地域住民が一体となり取り組むことが大切という意見が出されま

した。問２については、北浦湖畔、末無川、既存の公園、神社、史跡

等の再生・現状保存等の必要性について意見が出されました。 

 鹿嶋の海岸を守る会の中島宣夫氏から、かしまの海岸クリーン大作戦の現状と課題について事例が発表されま

した。かしまの美しい浜辺を取戻すための活動の取り組みや、今後の活動のための人材育成などの事例が発表さ

れました。 
 参加者４０人がＡ班・Ｂ班の２つのグループに分かれ、「鹿島灘美化

運動を考える」のテーマに沿って、事例発表の内容をふまえながら話し

合いが行われました。Ａ班では、学習の一環として子ども達を巻き込み、

地域住民の意識の大切さ、親子で参加し活動する取り組みや、終わりな

き活動であるがための地域住民の目配り・気配りについて意見が出され

ました。次に、Ｂ班では、子どもたちを巻き込んだクリーン作戦の実施

や、地域住民の意識の大切さ，広報活動の重要性について意見が出され

ました。 

最後に助言者からは、海岸清掃活動の方向性として、ネットワークの

強化及び各団体の持つ機能（車・重機・バス）を得ながらの組織作りを

する必要性や、市・教育委員会・学校・ＰＴＡ・子どもたちと連携する

大切さについてアドバイスがありました。 

▲まちづくり市民・全体会での助言者の講評 
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 第２分散会「鹿島灘（大野海岸）美化運動を考える」 

 助言者：神栖市美化運動推進連絡協議会 会長 福村 義和 氏

 第３分散会「鉢形九反田池再生事業・山之上谷津田再生活動を考える」 

 助言者：特定非営利活動法人アサザ基金 向山 玲衣 氏

■事例発表 

■事例発表 

■グループディスカッション 

問３については、地域ごとでの環境調査の実施や、地域の協力、将来を見据えたビジョンを持った組織作り等の

意見が出されました。問４については、学校の中での教育や、子どもたちが積極的に参加できる活動を、大人たち

が見守りながら提供する機会を作ることが大切といった意見が出されました。問５については、様々な活動の情報

提供と、企画を募集し、まとめあげていく場所が必要である等の意見が出されました。 

最後に助言者からは、地域住民の方々や子ども達の取り組んだ事業について、ふるさとの自然を残したいという

強い思いと、また、伝えていく役目を感じながら、公民館を巻き込み、連携した活動の実現が大事であるとアドバ

イスがありました。 

■グループディスカッション 

 第４部の全体会では、各分散会で話し合われた内容が発表された後

に、講師及び助言者による大会講評が行われました。 

 大会講評について、第１分散会助言者の稲田さんより、環境学習に

ついて皆で考えながら実行することと、実態をしっかり把握すること、

そして、地域力の重要性について話していたたきました。 

次に、第２分散会助言者の福村さんより、事業の方向性と、ネット

ワークの強化、各種団体の利点と協力、そして、組織作りの必要性を

話していたたきました。 

次に、第３分散会助言者の向山さんより、ふるさとの自然を残した

いという強い思いと、また伝えていく役目を感じながら、公民館と連

携した活動など、地域と学校の係わりと、将来に渡り継承することの

重要性について話していたたきました。 

助言者の講評を受け、講師の飯島先生は、「鹿嶋の良さ・潜在的な価

値である宝物」を掘りおこしてきた今までの取り組みとして、成功事

例は出てきているが、次を目指す新たな取り組みを皆さんに見せてい

ただきたい」とまとめていただきました。 



 

嶋市文化スポーツ振興事業団 
財団法人 

鹿嶋市文化スポーツ振興事業団は、文化及びスポーツの推進に対し、
より弾力的かつ効率的に市民サービスを提供できるよう設立された財団
法人です。現在は鹿嶋市より指定管理を受け、鹿嶋勤労文化会館と鹿嶋
市どきどきセンターの管理運営を行っています。 

今回は、昨年リニューアルされた鹿嶋勤労文化会館ホール舞台照明・
舞台音響についてお知らせします。 

基本コンセプト「感性の出会いでより深い感動のステージへ！」
舞台技術の進展！表現形態の多様化！舞台使用者ニーズの高度化！ 

▲ 照明設備舞台から客席 

▲ 調光操作卓「PRETYNA
プ リ テ ィ ナ

-M」及び DMX パッチ盤 ▲ 舞台袖音響操作卓「HYFAX  Ult imo
アルティモ

」 

▲ 音響調整室 

▲ 鹿嶋勤労文化会館外観 

鹿嶋勤労文化会館は、オープンから２１年以上経過し、施設内設備の老朽化が進んでいました。近年、舞台照
明、音響における技術の進歩は著しく、舞台での表現の可能性を見据えながら最新設備の導入となりました。 
 今回、ホール舞台照明設備及び音響設備改修工事を行い、市内の文化活動の拠点として、市民の充実した文化
活動をサポートするとともに、アーティストの要求を満たす本格的な設備を備えたホールとして整備されまし
た。  
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鹿 

主な設備の改修は、調光操作卓や調光システムが一新さ

れました。新たに導入された調光操作卓「PRETYNA-M」

は、仕込みの作業の迅速化や効率化を図るとともに、多目

的ホールとして、演劇やコンサート、日本舞踊など多様な

催し物が上演される舞台での明かりづくりに即座に対応

する機能を備えています。また，DMX 対応の設備や持ち

込み照明機器電源盤の設置によって、持ち込み機器に対応

し、ムービングライトを多用したロックコンサートの上演

なども容易になりました。また、身近な「光」空間を大切

にし、人の息吹を、感動を、直接感じる場面を考え、初心

者からプロのオペレータまで、簡単な操作も、綿密に仕込

まれたデータによる操作も対応できる優れた調光システ

ムです。 

主な設備の改修は、音響操作卓や音響システムが一新さ

れ ま し た 。 新 た に 導 入 さ れ た 音 響 操 作 卓 「 HYFAX  

Ultimo」は、デジタルならではの柔軟性と優れた操作性

を持ち、多目的ホールとして、多様な催し物が上演される

舞台での音づくりに即座に対応する機能を備えています。

また、音響設備として客席に対し満足な音響効果を与え、

安全に運用できるよう電機音響性能の目標値を設定し、明

瞭なスピーチ拡声及び音楽性豊かな音響を提供できるよ

う、あらゆるシーンを想定し総合的にプロデュースされて

います。また、身近な「音」空間を大切にし、初心者から

プロのオペレータまで、簡単な操作も、綿密に仕込まれた

データによる操作も容易に対応できる優れた音響システ

ムです。 



 

３日（土） 

９日（金） 
２３日（金） 

第５回かしま灘楽習塾開講式 

うたあそびリトミック 

うたあそびリトミック 

［鹿勤文］

［ライフ］

［ライフ］

２日（日） 

９日（日） 

１４日（金） 
２８日（金） 

カシマフィル定期演奏会 

チャリティー歌謡発表会 

うたあそびリトミック 

うたあそびリトミック 

［鹿勤文］

［鹿勤文］

［ライフ］

［ライフ］

１１日（金） 
１１日（金） 
２５日（金） 

２６日（土） 

県東地区高等学校音楽会 

うたあそびリトミック 

うたあそびリトミック 

クラシック・バレエ発表会 

［鹿勤文］

［ライフ］

［ライフ］

［鹿勤文］

ＮＰＯ法人かしまスポーツクラブからのお知らせ 

〈生徒募集〉 

高松緑地温水プールでは、４月からいろいろな教室がス

タートします。各教室生徒を募集致します。 
 

①シェイプアップアクア教室  毎週金曜日 

②アクアエアロ教室      毎週水曜日 

③あめんぼ教室（クロール教室）  毎週水・日曜日 

④ひまわり教室（カロリー消費教室）毎週木曜日 

４月～６月イベント予定 

NPO 法人かしまスポーツクラブ 
 

〒314-0014 鹿嶋市光１番地  
高松緑地温水プール内 担当：田口まで 

電話 0299-82-9042（体育館） 
0299-85-1158（温水プール） 

HP http://www.ksc.join-us.jp/ 

ＮＰＯ法人ニューライフカシマ２１からのお知らせ 

家庭学習指導のある家庭支援が始まります！  
～ スタディアップ学童保育 ～ 

 
宿題もできる！ 家庭学習も進む！ 友だちとも楽しく過ごせる！  

学校帰りの時間帯から夕方までの新しいスタイルの学び舎が始まります！ 

ご家庭事情に合わせた多様な選択肢。全教科対応。 

経験豊富な学習支援専門スタッフがお待ちしております！ 

NPO 法人ニューライフカシマ 21 
 

総合受付 0299-82-0793 

（平日 10:30～17:00） 

HP http://npo-nk21.org/ 

ブログ http://nk21.exblog.jp/ 

高松緑地体育館 
 

 ①毎週日曜日 キッズチアダンス教室   

②毎週土曜日 ジュニア女子体操教室 

 ③毎週金曜日 ベビーママビクス教室   

④５月   ハイキングツアー 日時・場所については未定 

高松緑地温水プール 
 

 ①毎週火・金曜日 ５月スタート シニアプールメイト教室 

 ②毎週水曜日   アクアエアロ教室   

③毎週水・日曜日 あめんぼ教室（クロール教室） 

 ④毎週木曜日   ひまわり教室（カロリー消費教室） 

 ⑤毎週金曜日   シェイプアップアクア教室 

▲ シェイプアップアクア教室の様子 

▲ アクアエアロ教室の様子 
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４月 

５月 

６月 

文化・教育・環境 

※詳しくは各団体連絡先(P.８参照)までお問合せください。 （（４４月月～～６６月月））

ＫＳＣ…かしまスポーツクラブ 

文化協…鹿嶋市文化協会 

国際協…鹿嶋市国際交流協会 

ライフ…ニューライフカシマ 21 

楽習塾…かしま灘楽習塾 

体育協…鹿嶋市体育協会

茨大研…茨城大学鹿嶋研究センター 

懇話会…鹿嶋市まちづくり市民懇話会 

鹿勤文…鹿嶋勤労文化会館

連絡協…鹿嶋市まちづくり連絡協議会 

環境ネ…かしま環境ネットワーク 

ま市セ…鹿嶋市まちづくり市民センター



 

[申込方法] ご来店頂き所定の申込手続きをお願いします。 
[問] 鹿嶋人ギャラリー TEL/FAX 0299-77-8878 

［ブログ］ http//blogs.yahoo.co.jp/kashimabito 鹿嶋人ギャラリー

鹿島神宮 

ファミリーマート 丸三 

JR鹿島神宮駅 

商工会館 

駐車可能
な駐車場 

＜ギャラリー案内図＞ 

サンロードP 

有料P、ギャラリー 
にて返金 

プログラム（予定） 
 

第 1 部 10:00 ～ 12:00 

・第 5 期開講式 

・記念講演：演題「介護予防の時代」 

講師：大田仁史氏（茨城健康プラザ管理者） 

第 2 部 12:30 ～ 15:00 

・塾祭 ステージ発表 

学 ぶ 楽 し み 、 教 え る 喜 び 、 潤 い あ る 学 び の 場 

かしま灘楽習塾が開設されて早くも４年が経過し、現在６０余人の教授陣、1,200 余人の塾生が集う生涯学

習塾に成長し、鹿嶋市民の生活になくてはならない、魅力ある文化拠点として定着しつつあります。この４月か

らは５期目を開講することとなり、節目として下記要領で開講式を行う運びとなりました。５周年を記念した講

演や塾生によるステージ発表を鹿嶋勤労文化会館ホールにて予定しておりますので、皆様のご参加をお待ちして

おります。 

市 民 の 皆 さ ん ！  一 緒 に 参 加 し て 楽 し み ま せ ん か ！ 

日時：  

      

 

場所： 

 

主催：  

  

平成 22 年 4 月 3 日（土） 

受付／開場 9:30 開演 10:00 

（15:00 終演予定） 

鹿嶋勤労文化会館ホール 

入場無料（全席自由） 

かしま灘楽習塾 TEL 0299-85-2601  

 

 

 

 

 

大田仁史先生のプロフィール 
 
香川県高松市出身。１９６２年（昭和３７年）東京医科歯科大学医学部卒業、伊豆逓

信病院副院長を経て、平成７年茨城県立医療大学教授、翌年、同大学付属病院院長。

平成１７年より茨城県立健康プラザ管理者、茨城県立医療大学名誉教授、医学博士、

茨城県地域リハビリテーション普及促進協議会会長、茨城県介護予防推進委員会委員

長、ほか 

第 2 文芸学部（舞台表現）の 35 講座の塾生を中心に、第 4 期の

練習成果をステージで披露してもらいます。内容は、琴・三味線・

尺八・ハーモニカの器楽演奏や、民謡・演歌・フォークソング・シ

ャンソンなどの歌、社交ダンス・フラダンスの踊りなどで、多彩な

演目が楽しめます。 

また、ホワイエでは、教養学部や第 1 文芸学部（作品製作）の塾生

による煎茶・抹茶のお茶を愉しみ、ハワイアンキルトなどの展示もご

覧いただけます。 
▲ 昨年のステージ発表の様子 

第 5 期開講式に続き、茨城県立健康プラザの大田仁史先生よる、「介護予防の時代」 

についての講演と、シルバーリハビリ体操の紹介があります。 

“メイドイン鹿嶋”にこだわった商品が盛りだくさん！楽しいお店です。皆様のご来店を心からお待ちしています。

≪レンタルブース≫ご自分の手作り作品を販売してみませんか。 

≪展示スペース≫  絵画・写真・絵手紙・パッチワーク・タペスト 

リー他あなたの作品を展示してみませんか。 
≪手づくり工房≫  手づくりのお仲間の皆さんで、作業ができるス

ペースです。 
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かしま灘楽習塾「開講５周年記念式典」開催のお知らせ！！ 

営業時間   １０：００～１６：００ 
定休日    毎週木曜日 



 

かしま環境ネットワークからのお知らせ まちづくり市民センターからのお知らせ 

［問］まちづくり市民センター TEL 0299-83-1551 

「折々の心伝える絵手紙講座」

「パソコン体験講座」 

～年賀状をつくる 

デジカメ画像の編集・加工 

「体にやさしい料理教室」 

「家庭菜園講座」 

平成 21 年度実施講座 

▲ 折々の心伝える絵手紙講座の様子 

［時］ 

［所］ 

［内容］ 

 

［申込期日］ 

［申・問］ 

第１１回「アースディかしま」 

～ 環境パネル展参加者募集 ～ 

美しい浜辺を取戻すために 

～ 共に活動する会員募集 ～ 

［活動拠点］ 

 

 

［活 動 日］ 

［活動時間］ 

 

［会員募集］ 

[申込・問]  
 

～ 美しい鹿嶋・景観まちづくりプロジェクトから報告 と写真募集のお知らせ ～ 

ショッピングセンターチェリオ特設フロアにて開催！ 

鹿嶋の海岸を守る会からのお知らせ 

①『クリーンウォーキング』で美しいまちづくり始めてみませんか 

（提案者の声）一斉清掃の無い月に、１日だけレジ袋１

つ分のごみを拾って帰りますが、翌日から気分良くウォ

ーキングができます。 

②「生ごみのひと絞り」が節税効果に 

  全所帯が生ごみをひと絞りしてごみに出すだけで、年間

１千万円以上の灯油代の節約になるそうです。 

（野菜や果物の皮は濡らさないように別にしておく） 

エコ広場は日当たりが良すぎて（晴天時は照明も暖房も不

要）、ボカシが発酵過多になり中止しました。 

（ボカシの取扱所）●シルバー人材センター 

[問] かたつむり工房 TEL 0299-69-6331（19:00～21:00） 

～ ご一緒にコーナー ～ 

～ エコ広場でのボカシの取り扱い中止のお知らせ ～ 

▲ かしま景観百選（候補）写真展の様子 

平成２１年度も、市民アンケートを行い、要望の多かった

４講座を実施しました。 

 平成２２年度の講座リクエスト募集を、５月に市報かし

ま・地区まちづくりセンター等で行います。皆さんの生活上

の課題やまちづくりについての学習、趣味や生きがいづくり

の講座など、たくさんのご意見をお待ちしております。 

平成２２年度「市民リクエスト講座」 

～ あなたのリクエストをお待ちしています！！ ～ 

～ エコ広場・閲覧コーナーより ～

●農産物直売所（スポーツセンター隣） 
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カルチャーネット団体からの募集とお知らせ 

4 月 16 日（金）～22 日（木） 

ショッピングセンター・チェリオ１Ｆ 

市民、市内企業、団体等で自然・生活環境を 

守るための活動をパネルにて発表 

3 月 20 日（土）まで はがき又は FAX で 

〒314-0031 鹿嶋市宮中 4631-1 

（まちづくり市民センター内） 

かしま環境ネットワーク 

担当：倉本 TEL/FAX 0299-69-8576 

①小山海岸 ②荒野海岸  

③角折海岸 ④青塚海岸  

⑤荒井海岸 

毎月 第 3 日曜日 

夏期（ 5 月～9 月） 8:00 ～  9:00 

冬期（10 月～4 月） 9:00 ～ 10:00 

はがき又は FAX で （会費無料）  

〒314-0031 鹿嶋市宮中 4631-1 

展示正面中央の今昔の景観イメージ鳥瞰夢絵図と対照するか

のように、市民の皆さんが応募された昨今の、鹿嶋の自然景観や、

まち並み景観等の写真作品４０点を展示。 

展示期間は１月１７日～２３日まででしたが、「自分の地区の

景観写真は何処に？」「身近な場所で景観の良いところがたくさ

んありますね！」「普段あまり気に留めなかった場所もこうして

見ると素晴らしい！」「改めて地元の景観を見直す機会になっ

た！」等、連日多くの市民の皆さんがフロアに立ち寄り興味深げ

に見入っておられ、好評のうちに終えることができました。 

写真展を見逃した方は、ショッピングセンターチェリオより、

写真展の記録ファイルを頂き、エコ広場で展示をしています。訪

れた皆さんから様々な景観写真をとおして、美しい鹿嶋が全地域

に繋がるがるように、随時、かしま百選候補写真を募集していま

すので、奮ってご応募ください。 
主催：かしま環境ネットワーク  

「美しい鹿嶋・景観まちづくりプロジェクト」 

～ かしま景観百選実行委員会  ～ 

（まちづくり市民センター内）鹿嶋の海岸を守る会 

連絡先：倉本 TEL/FAX 0299-69-8576  

 ※ゴミ袋・水分補給は、会で準備します 

マンガ～日経エコロジーまで「エコ関連」

書籍や DVD の寄贈が増え本棚が満杯。エ

コ広場の年間利用者数は、毎年 1,000 人

超です。 

お気軽にお立ち寄りください。 

[問]  かしま環境ネットワーク・エコ広場（まちづくり市民センター内２Ｆ）  

TEL/FAX 0299-82-5072 （毎週土 13:00～16:00） 



 

 

かしま少年少女合唱団 

「虹 Kids」第３回定期演奏会  

かしま少年少女合唱団団員募集 
 
～ いっしょにうたいましょう！ ～ 

 

合唱団では、幼稚園・保育園児年中～中学

生までの団員を募集しています。 

 

◆募集クラス ほ し （４歳児～６歳時） 

       そ ら （小学 1～小学３） 

       ジュニア  （小学４～小学６） 

       J チーム  （中学生以上） 

◆練習会場  鹿嶋勤労文化会館リハーサル室 

◆練 習 日  第１・第２・第４土曜日 

       （J チームは日曜夕方から） 

◆練習時間  ほ し （ 9:00～10:00） 

       そ ら （10:00～11:30）

       ジュニア  （11:00～13:00）
 
◆問 合 せ  鹿嶋勤労文化会館まで 

  

 

 
 

 

 

 

 

［時］   平成 22 年 3 月 21 日（日） 

開場 13:30 開演 14:00 

［所］   鹿嶋勤労文化会館ホール 

［費］   無料・要整理券 

［出演］ かしま少年少女合唱団「虹 Kids」 

※都合により曲目・曲順が変更になる場合があります。 

［問・連絡］鹿嶋勤労文化会館 TEL 0299-83-5911 

NNPPＯＯ法法人人ニニュューーラライイフフカカシシママ２２１１  
 TEL 82-0793  FAX 82-0794 
 E-Mail nk21office@sopia.or.jp 

鹿鹿嶋嶋市市国国際際交交流流協協会会 
（鹿嶋市役所まちづくり推進課内） 
 TEL 82-2911（内 302） 
E-Mai kashima_international_friends@yahoo.co.jp 

鹿鹿嶋嶋市市ままちちづづくくりり市市民民懇懇話話会会 
（鹿嶋市まちづくり市民センター内） 
TEL 83-1551   FAX 83-1553  

E-Mai machishimin1@city.ibaraki-kashima.lg.jp 
 

鹿鹿嶋嶋市市カカシシママススポポーーツツセセンンタターー
 TEL 83-1600  FAX 83-1633 

E-Mail ksttr@sopia.or.jp 

NNPPOO 法法人人かかししままススポポーーツツククララブブ  
（高松緑地体育館内） 
 TEL 82-9042  FAX 82-9043 
 E-Mail ksttr@sopia.or.jp 

かかししまま環環境境ネネッットトワワーークク
（鹿嶋市まちづくり市民センター内） 
 TEL/FAX 82-5072 
 E-Mail info@kashima-kankyo.net 

鹿鹿嶋嶋市市高高松松緑緑地地公公園園
 TEL 82-9042  FAX 82-9043 

 E-Mail ksttr@sopia.or.jp 

財財団団法法人人鹿鹿嶋嶋市市文文化化ススポポーーツツ振振興興事事業業団団
 TEL 84-0777  FAX 83-5913 
 E-Mail kcs@sopia.or.jp 
 

鹿鹿嶋嶋市市高高松松温温水水ププーールル
 TEL 85-1158  FAX 85-1159 

E-Mail ksttr@sopia.or.jp 

かかししまま灘灘楽楽習習塾塾  
（鹿嶋市まちづくり市民センター内） 
 TEL 85-2601  FAX 85-2602 
E-Mail kasimanada_info@yahoo.co.jp 

鹿鹿嶋嶋市市ままちちづづくくりり連連絡絡協協議議会会
（鹿嶋市まちづくり市民センター内） 
 TEL 83-1551  FAX 83-1553 

E-Mail machishimin1@city.ibaraki-kashima.lg.jp 

 鹿鹿嶋嶋勤勤労労文文化化会会館館
TEL 83-5911  FAX 83-5913 
E-Mail kbs@kashima.or.jp 

鹿鹿嶋嶋市市役役所所  
 TEL 82-2911(代表) 
E-Mail info@city.kashima.ibaraki.jp 

鹿鹿嶋嶋市市ままちちづづくくりり市市民民セセンンタターー
 TEL 83-1551  FAX 83-1553 

E-Mai machishimin1@city.ibaraki-kashima.lg.jp 

NNPPOO 法法人人鹿鹿嶋嶋市市体体育育協協会会
（カシマスポーツセンター内） 
 TEL 83-1600  FAX 83-1633  

E-Mail ksttr@sopia.or.jp 

鹿鹿嶋嶋市市文文化化協協会会 
（鹿嶋市まちづくり市民センター内） 

TEL 83-1551   FAX 83-1553  
E-Mail kashima-bunka@hotmail.co.jp 

茨茨城城 大大学学 地地 域域総総 合合研研 究究所所 ・・鹿鹿 嶋嶋 研研究究セセンンタターー
（鹿嶋市まちづくり市民センター内） 
 TEL 83-1551（内 21） FAX 83-1553 
 E-Mail collabo3@sopia.or.jp 

鹿鹿嶋嶋市市どどききどどききセセンンタターー
 TEL 84-0778  FAX 84-0778 
 E-Mail  kmb@kashima.or.jp 
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▲ 平成 20 年 8 月 第 22 回少年少女合唱祭全国大会会場前にて 

≪プログラム≫ 

Ⅰ部 

①『世界中のこどもたちが』 

②笑 顔 

③童謡メドレー（バンビ他） 

④エール 

⑤歌えバンバン 

⑥春のうたメドレー 

（チューリップ他） 

⑦歌え手のひら 

⑧きのこ 

⑨涙をこえて 

⑩雪三題 

⑪南向きの窓 

⑫YELL 

Ⅱ部 

①ディズニーの１日 

②エレクトリカルパレード 

③ミッキーマウス・マーチ 

④不思議な国のアリス 

⑤ビビディ・バビディ・ブー 

⑥ハイ・ホー 

⑦スーパーカリフラジリスティック 

エクスピアリドーシャス 

⑧ホール・ニュー・ワールド 

⑨ジッパー・ディー・ドゥー・ダー 

⑩美女と野獣 

⑪星に願いを 

⑫小さな世界 

（プロフィール） 

 2002FIFA ワールドカップ茨城カシマ開催に際し、

W 杯イメージソング「あの虹をわたって」を歌う「あ

の虹 Kids 合唱団」が、市民の呼びかけにより開催期間

限定で結成されました。 

W 杯終了後、鹿嶋勤労文化会館の支援を受け、「かし

ま少年少女合唱団虹 Kids」として再発足しました。 

 現在、幼稚園・保育園児から高校生まで 73 人の団

員が、園や学校の枠を越え、異学年交流をしながら楽

しく練習をしています。 

 主な活動としては、鹿嶋市民音楽祭・茨城県少年少

女 合 唱 祭 へ の 参 加 、 そ の 他 ク リ ス マ ス コ ン サ ー ト 開

催・老人ホームへの慰問コンサート等を行っています。 


